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全国の 21 自治体より提供された PM2.5 自動測定機の空試験のデータを解析したところ、空試験の平均値は±5 

μg/m3 の範囲内であったが、平均値算出のためのデータ数（空試験の実施継続時間数）には 15‒55 時間の幅があ

った。標準偏差には測定原理の違いに起因すると考えられる機種差が認められたが、そのような機種差では説明

がつかない著しく大きい値も散見された。これらの結果を踏まえ、空試験の結果から区間推定した母平均および

母標準偏差を評価指標とすることで、確度と精度を評価する方法を考えた。実際に、自動測定機を用いて 15 時間

の空試験を 5 回実施し、平均値については信頼区間が 0 μg/m3 を、標準偏差の信頼区間は測定機設置当初に実施

した長期空試験から推定された信頼区間を含むことを評価基準とし、95％信頼区間を用いた評価を試行した。そ

の結果、明らかな測定状態の異常に起因する測定値の低下やばらつきの増大を適切に棄却することができた。 
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黄砂は PM2.5 よりも粒径が大きいものが多いが、黄砂が観測される際にはいわゆる粗大粒子の濃度上昇だけで

なく、PM2.5 濃度も上昇することが知られている。2015 年 2 月から 3 月において、全国の広い範囲で PM2.5 が高

濃度となった 4 つの事例について、国内 7 か所の PM2.5 の成分測定結果をもとに、黄砂観測時における PM2.5

の成分の特徴をまとめた。 

2015 年 2 月 23~25 日の事例では、2 月 23 日は福岡県、大阪府、石川県および富山県で、24 日は福岡県、大阪

府、三重県、石川県および富山県で、25 日は大阪府で黄砂が観測された。石炭燃焼由来の硫酸アンモニウムによ

って PM2.5 濃度が上昇した後に、黄砂の飛来がピークとなったことが推定された。 

3 月 21~23 日の事例では、3 月 22 日は福岡県、大阪府、三重県で黄砂が観測された。この日、福岡県では PM2.5

の注意喚起情報が発表され、観測地点である福岡での PM2.5濃度は 53 µg/m3の高濃度が観測された。この期間中、

石炭燃焼由来と土壌由来の成分はともに 22 日に濃度のピークが見られた。 

また、黄砂が観測された際の PM2.5 濃度に対する土壌の寄与率を、ケミカルマスクロージャーモデルを用いて

推定した。その結果、土壌の発生源寄与率は 2 月 23 日の大阪で 14%、白山で 25%、射水で 14%、24 日の大阪で

26%、白山で 31%、射水で 42%、25 日の大阪で 31%、3 月 22 日の大阪で 9%、四日市で 8%であった。 
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名古屋で採取した全浮遊粒子状物質試料について，有機物を溶媒抽出，その後の固相抽出により，極性の違い

による分画に分け，化学的な特性を調べた．調べた化学特性は，UV 吸収，励起・蛍光マトリックス，質量マス

スペクトル，IR である．主要な光吸収有機物は，不溶性水と低極性有機物質であり，そしてこれらの極性の低い

有機画分は，より極性有機画分よりも高い質量吸収効率（MAE）と低波長依存オングストローム指数（A）を

250-600nm に持つ傾向があった．光学的特性（MAE と蛍光効率）と，2 つ以上の O 原子および AMS スペクトル

における N 原子と O 原子を持つフラグメントイオンの間に有意な正の相関が示された．これは，ヘテロ原子を含

むブラウンカーボンが光吸収や蛍光の大部分を担っていたことを示唆する．また，エアロゾル試料からの抽出物

は PARAFAC モデルを用いることで，励起・蛍光マトリックスプロファイルを分類することにより特徴づけるこ

とができた．エアロゾル中の有機物の励起・蛍光マトリックスにおいて異なるコンポーネントは，特定のエアロ

ゾル質量分析計で測定されたイオンや官能基と関連していた．この結果は，蛍光分析技術を用いて，大気中のエ

アロゾルの有機発色団を分類することが可能である． 
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福島第一原発の事故で放出された粒子状の放射性セシウムについて，事故発生の初期については多くの研究が

なされているが，その後，放射性セシウムがどのような経過をたどっていったのかについてはよくわかっていな

い．そこで本研究では，つくばで６ヵ月にわたり採取した粒子状物質について，放射性セシウムの粒径依存性を

調べた．放射性セシウムは，事故初期には微小側に濃縮されていたが，次第に濃度が低下し，2011 年 7 月には粗

大側へと移っていた．エアロゾル中のカルシウム含有量により，大気中の土壌粒子に吸着した再飛散した放射性

セシウムを調べたところ，土壌粒子に含まれるセシウム 137 の粒径依存性は小さいことがわかった．つまり，空

気力学的直径が 2.1 から 11 ミクロンの大きさの範囲全体に均一に分布していた．2011 年 4 月後半から 5 月末まで

に採取した２つのエアロゾル試料について計算した再飛散係数は，土壌や気象条件が異なっていた関係なく，チ

ェルノブイリ事故の数ヶ月後におけるヨーロッパの都市の結果と近かった． 
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ハロゲン化多環芳香族炭化水素（ClPAHs）は，大気汚染物質の一つとして広く知られている．その発生源を知

ることは，環境リスクの評価や事前防止につながる．今回，名古屋５地点における ClPAHs の測定を行った．季

節を通して，全 ClPAHs とその親化合物である全 PAHs に相関がみられなかった．これは，全 PAHs と全 ClPAHs

の発生源が同じでないことを示している．主成分分析を行うと，ClPAHs は季節により，分子量の大きい PAHs ま

たは小さい PAHs と発生源が似ていることがわかった．特定の PAH の比を取ることで，発生源を推定できること

が知られている．解析した結果，燃料燃焼，もしくはバイオマスや石炭燃焼が発生源と考えられ，季節により異

なることが示された．Toxic Equivalent （TEQ ，毒性等量，毒性の強さを加味したダイオキシン量の単位）で ClPAHs

のリスクを評価したところ，平均値が 0.18 pg-TEQ/m3(範囲が 0.05–0.32 pg-TEQ/m3)であり，夏は冬の 1/2 の強さ

であった． 
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